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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

《スピードの出し過ぎによる危険》

○ スリップ・・・
日の当たる部分では乾燥していても、日陰や橋の上は凍結している箇所も

○ 路外逸脱・・・
速度超過でカーブに進入した場合、曲がりきれなくなることも

○ 視野が狭くなります・・・
速度が上がるにつれて、視野も狭くなり、歩行者等を見落とす可能性も

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」
○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対・・・・・入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

大型トラックが分離帯に衝突、横転
道をふさぎ、7キロメートル渋滞

２０２２／３／１５（火） １２：３１
１５日午前７時半前、埼玉県の首都高速で、出口の分離帯に大型トラックが衝突し、横転して車線をふさいだ。

運転していた男性（４０代）にけがはなく、「出口を勘違いした」などと話しているという。現場付近は、出入り
口が一時閉鎖されるなどして、最長で７ｋｍほど渋滞したが、解消に向かっている。

千歳市美笛 国道276号、雪崩発生
雪崩の規模は、長さ31メートル 幅7メートル

伊達から苫小牧の32.5ｋｍ通行止め
巻き込まれた車はいなかった

２０２２／３／１５（火） １２：２５
１５日午前３時過ぎ、千歳市美笛の国道２７６号線で雪崩が起きているのを、道路の維持管理業者が発見しました。

雪崩の規模は長さ３１メートル、幅は７メートル以上で、警察によりますと巻き込まれた車はないとみられていま
す。この雪崩の影響で、伊達市から苫小牧市につながる３２．５キロの区間が現在通行止めとなっています。復旧作
業が進められていますが解除のめどは立っていないということです。

乗用車が土手下に18m転落、炎上
焼け跡から1人の遺体
誤って町道から転落か

２０２２／３／１５（火） １２：０３
１４日午後３時半ごろ、長野県で「車が土手下に転落し燃えている」と近くの人から消防に通報がありました。

火はおよそ１時間後に消し止められましたが、車内から１人の遺体が見つかりました。遺体の損傷が激しく、身元
はまだわかっていません。町道から土手下まではおよそ１８メートルあり、警察は誤って転落したとみて調べてい
ます。また、乗用車の炎上により周辺の下草およそ３２６平方メートルも焼きました。


